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2
月
3
日
告
示
、
17
日
投
開
票
が
行
わ
れ
る
京
都
市
長
選
挙
。
自
民
、
公
明
、
民

主
の
3
会
派
が
推
薦
す
る
門
川
大
作
氏（
前
京
都
市
教
育
長
）と
共
産
党
推
薦
の
中
村
和

雄
氏（
弁
護
士
）の
2
極
対
決
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
今
月
11
日
に
な
っ
て
突
如
、
現
職

市
会
議
員
の
村
山
祥
栄
氏（
左
京
区
選
出
）が
立
候
補
の
名
乗
り
を
挙
げ
た
。
無
所
属
の

会
社
経
営
者
岡
田
登
史
彦
氏
も
含
め
混
戦
模
様
と
な
っ
て
き
た
。
村
山
氏
は
弱
冠
29
才

で
、
昨
年
の
統
一
選
で
は
ト
ッ
プ
で
2
回
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。
若
い
が
、
決
し
て
泡

沫
候
補
で
は
な
く
、
侮
れ
な
い
存
在
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
従
来
の
京
都
市
長
選
挙

左から西田参議員、二ノ湯氏、谷垣政調会長、門川大作氏、
福田総裁、伊吹幹事長、佐藤参議員、田中府連幹事長

村山氏、突然立候補表明
二極選挙から一転激戦の市長選

村山氏、突然立候補表明
二極選挙から一転激戦の市長選

油
断
で
き
な
い
政
党
推
薦
候
補

カ
ル
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
私
の
中
学
時
代
と

重
な
る
の
で
町
並
み
や
乗
り
物
、
そ
し
て
服
装
な

ど
が
懐
か
し
か
っ
た
。
当
時
、
東
京
だ
け
で
な
く

三
丁
目
の
夕
日
の
よ
う
な
生
活
模
様
は
私
た
ち
の

周
辺
に
一
杯
あ
っ
た
。
映
画
を
見
な
が
ら
私
の
記

憶
は
50
年
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
★
テ
レ
ビ
は
そ
れ

ほ
ど
普
及
し
て
い
な
く
て
、
子
供
た
ち
は
テ
レ
ビ

の
あ
る
家
に
見
せ
て
も
ら
い
に
行
っ
た
。
電
話
の

あ
る
家
は
少
な
く
、
あ
る
家
の
番
号
を（
呼
）と
し

て
使
わ
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。
内
風
呂
が
な
く
親

戚
の
風
呂
に
借
り
に
行
っ
た
が
、
不
潔
な
感
じ
は

し
な
か
っ
た
。
ク
ー
ラ
ー
な
ど
な
く
夏
の
夜
は
暑

か
っ
た
。
電
気
冷
蔵
庫
の
あ
る
家
は
珍
し
く
、
木

製
の
氷
冷
蔵
庫
で
も
少
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

水
洗
ト
イ
レ
な
ど
な
く
、
梅
雨
に
な
る
と
家
の
中

は
な
ん
と
な
く
臭
い
匂
い
が
し
て
い
た
。
★
親
子

5
人
が
住
む
に
は
狭
い
借
家
で
生
活
し
て
い
た

が
、
大
き
い
家
に
住
む
人
を
羨
ま
し
い
と
思
わ

な
か
っ
た
し
、
周
囲
が
み
ん
な
同
じ
程
度
だ
っ

た
の
で
、
そ
ん
な
も
の
と
受
け
入
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
う
ん
と
頑
張
れ
ば
、
大
人
に
な
っ
た
ら
、

経
済
的
に
豊
か
に
な
れ
る
と
確
信
し
て
い
た
。�

★
映
画
の
テ
ー
マ
は
、
み
ん
な
貧
し
か
っ
た
が

親
切
で
、
夢
を
持
ち
、
輝
い
て
い
た
日
本
人
の

ひ
た
む
き
な
生
き
方
へ
の
郷
愁
。
も
う
昔
に
は

戻
れ
な
い
が
、
人
々
が
忘
れ
か
け
て
い
る
思
い

や
り
に
満
ち
た
、
人
情
あ
ふ
れ
る
社
会
を
目
指

し
た
い
も
の
だ
。

恒 心

★
年
末
、「
オ
ー
ル
ウ
エ
イ
ズ
続
・

三
丁
目
の
夕
日
」
を
見
た
。
昭
和
34

～
35
年
頃
、
東
京
タ
ワ
ー
が
目
の
前

の
商
店
街
に
住
む
人
情
豊
か
な
人
々

が
、
繰
り
広
げ
る
日
常
生
活
を
コ
ミ

1月 号

平成20年
No.199

は
非
共
産
、
共

産
の
戦
い
の
連

続
で
あ
り
、
い

つ
も
盛
り
上
が

り
に
欠
け
、
投

票
率
も
低
か
っ

た
。
村
山
氏
の

挑
戦
は
、
市
民

に
新
鮮
な
感
じ

と
刺
激
を
与

え
、
市
長
選
挙

へ
の
関
心
が
高

ま
り
投
票
率
も

上
が
る
も
の
と

予
想
さ
れ
る
。

門
川
、
中
村
の

両
陣
営
と
も
大

変
な
危
機
感
を

抱
き
、
陣
営
に

参
加
し
て
い
る

各
会
派
の
議
員

も
結
束
を
固
め

る
動
き
を
活
発

に
し
て
い
る
。
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自
民
党
、
門
川
氏
を
推
薦

福
田
総
裁
か
ら
推
薦
状
を
交
付

民
主
党
、
道
路
財
源
暫
定
率
廃
止
を
主
張

自
治
体
の
道
路
財
源
に
大
き
な
痛
手

二
ノ
湯
政
務
官
、

参
議
院
総
務
委
で
答
弁

放
送
法
の
改
正
案
で

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

福田総裁と

現
在
、
日
本
社
会
で
都
市
と
地
方
の
地
域
間
格

差
が
急
速
に
広
ま
り
、
格
差
の
是
正
、
地
方
の
活

性
化
を
求
め
る
声
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
工
場
誘
致
、
観
光
振
興
を
進
め
、
地
方
の
活

性
化
を
は
か
る
た
め
に
は
道
路
な
ど
の
社
会
基
盤

整
備
が
大
変
重
要
だ
と
自
治
体
関
係
者
は
主
張
し

て
い
る
。
政
府
、
与
党
は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
税
率

を
基
本
税
率
よ
り
約
2
倍
上
乗
せ
し
て
、
利
用
者

に
負
担
を
し
て
も
ら
い
、
国
と
地
方
合
わ
せ
て

2
兆
6
千
億
円
を
道
路
財
源
と
し
て
確
保
し
て
い

る
。
一
方
、
民
主
党
は
暫
定
税
率
を
廃
止
す
れ
ば

2
月
3
日
告
示
、
17
日
に
投
開
票
の
京
都
市

長
選
挙
に
自
民
党
京
都
市
議
団
か
ら
候
補
者
と
し

て
推
薦
さ
れ
た
門
川
大
作
氏
に
、
暮
れ
も
押
し
詰

ま
っ
た
12
月
26
日
、
自
民
党
本
部
で
福
田
康
夫
総

裁
か
ら
推
薦
状
が
交
付
さ
れ
た
。
交
付
式
に
は
、

党
本
部
よ
り
伊
吹
文
明
幹
事
長
、
谷
垣
禎
一
政
調

会
長
、
古
賀
誠
選
対
委
員
長
、
二
階
総
務
会
長
の

党
4
役
が
出
席
、
京
都
府
連
か
ら
は
二
ノ
湯
智
、

清
水
鴻
一
郎
副
会
長
、
西
田
昌
司
、
佐
藤
正
久
参

議
院
議
員
、
そ
し
て
田
中
セ
ツ
子
府
連
幹
事
長
が

立
ち
会
っ
た
。「
京
都
市
長
選
挙
は
大
事
で
す
。

期
待
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。」
と
福

「
放
送
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
審

議
し
て
い
る
参
議
院
総
務
委
員
会
が
昨
年
12
月
12

日
に
開
か
れ
、
各
党
の
委
員
が
一
般
質
問
を
行
っ

た
。
自
民
党
か
ら
は
岸
信
夫
氏（
山
口
県
選
出
）が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
通
じ
て
放
送
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
膨
大
な

ア
ー
カ
イ
ブ（
過
去
に
放
送
し
、
録
画
し
て
保
存

さ
れ
て
い
る
番
組
）の
料
金
設
定
に
関
し
て
二
ノ

湯
政
務
官
に
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
番

組
ア
ー
カ
イ
ブ
の
提
供
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
実

施
基
準
を
定
め
て
総
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
利
用
の
料

金
設
定
の
認
可
は
実
施
基
準
の
中
に
利
用
者
保
護

の
考
え
方
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
個
々
具

体
的
な
料
金
に
つ
い
て
は
総
務
大
臣
の
認
可
は
必

要
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
二
ノ
湯
政
務

官
は
答
え
た
。
平
成
20
年
12
月
か
ら
、
と
り
あ
え

ず
１
０
０
０
本
を
配
信
す
る
。
昔
懐
か
し
い
、
思

い
出
の
番
組
を
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か

ら
見
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ

り
、
有
料
で
あ
っ
て
も
多
く
の
人
々
が
待
ち
望
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

田
総
裁
よ
り
励
ま
さ
れ
、
門
川
氏
は
「
教
育
再
生

会
議
で
勉
強
し
た
こ
と
を
糧
に
頑
張
り
ま
す
」
と

応
え
た
が
、
緊
張
し
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

な
お
、
福
田
総
裁
が
誕
生
し
て
、
地
方
選
挙
で

自
民
党
の
推
薦
状
が
交
付
さ
れ
た
の
は
門
川
氏
が

初
め
て
で
あ
る
。

ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
25
円
安
く
な
る
と

主
張
し
て
い
る
。
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、

都
道
府
県
市
町
村
で
、
1
兆
6
千
億
円
の
巨
額
の

収
入
が
入
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
国
民
が
望
む

必
要
な
道
路
は
ほ
と
ん
ど
整
備
出
来
な
い
。
民
主

党
は
ガ
ソ
リ
ン
の
値
段
を
下
げ
、
し
か
も
必
要
な

道
路
は
作
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
無
責

任
極
ま
り
な
い
政
策
・
主
張
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
京
都
府
の
市
町
村
の
道
路
特
定
財
源
の
一

覧
表
を
見
れ
ば
、
民
主
党
の
主
張
が
い
か
に
非
現

実
的
か
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

道路特定財源の
税収額（A）

暫定税率の
税収額（B）

（A+B）
税収額

道路財源の
暫定比率

京 都 府 8,012 6,336 14,348 44%
京 都 市 7,043 5,132 12,175 42%
福 知 山 市 525 357 882 40%
舞 鶴 市 372 252 624 40%
綾 部 市 216 147 363 40%
宇 治 市 468 317 785 40%
宮 津 市 105 72 177 40%
亀 岡 市 298 203 501 40%
城 陽 市 207 140 347 40%
向 日 市 117 80 197 40%
長 岡 京 市 173 118 291 40%
八 幡 市 207 140 347 40%
京 田 辺 市 212 143 355 40%
京 丹 後 市 393 267 660 40%
南 丹 市 238 161 399 40%
大 山 崎 町 40 27 67 40%
久 御 山 町 71 48 119 40%
井 手 町 39 26 65 40%
宇治田原町 56 39 95 40%
山 城 町 37 25 62 40%
木 津 町 125 84 209 40%
加 茂 町 65 44 109 40%
笠 置 町 10 7 17 40%
和 束 町 41 28 69 40%
精 華 町 106 72 178 40%
南 山 城 村 33 23 56 40%
京 丹 波 町 147 101 248 40%
伊 根 町 22 15 37 40%
与 謝 野 町 98 67 165 40%

道路特定財源税収表（京都） （単位：百万円）
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年末、政務官室に多くの陳情団

19
年
度

「
財
団
法
人
地
域
創
造
」
表
彰
式

東京渋谷郵便局でのくす玉割り

総
務
大
臣
政
務
官
の
新
年
初
め
の
仕
事
は
年
賀

郵
便
元
旦
配
達
出
発
式
へ
の
出
席
で
あ
る
。
年
賀

状
の
交
換
は
、
新
年
を
祝
う
国
民
的
慣
習
と
し
て

広
く
定
着
し
て
い
る
日
本
の
文
化
で
あ
る
。
昨
年

10
月
に
民
営
化
し
た
郵
政
事
業
に
と
っ
て
、
最
初

の
年
賀
状
の
配
達
で
あ
り
、
絶
対
に
遅
配
な
ど
の

失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。
年
賀
状
を
一
刻
も
早
く
、

安
全
、
確
実
に
届
け
る
こ
と
は
郵
政
事
業
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
責
任
で
あ
る
。
配
達
人
の
士
気
を

高
め
る
た
め
に
も
元
旦
の
出
発
式
へ
の
出
席
は
意

味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

総
務
省
地
下
2
階
の
大
講
堂
に
総
務
省（
旧
自

治
省
、
旧
郵
政
省
、
旧
総
務
庁
）の
関
係
者
が
集

ま
っ
て
、
新
年
の
賀
詞
交
換
会
が
開
か
れ
た
。
さ

す
が
に
大
総
務
省
だ
け
に
参
加
者
で
講
堂
は
一

杯
、
多
く
の
事
務
次
官
経
験
者
も
顔
を
見
せ
て
い

た
。
懇
親
会
に
先
立
ち
、
伏
見
銘
酒
「
松
竹
梅
」

の
薦こ

も
か
ぶ
り
に
よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
。

全
国
各
地
域
に
は
文
化
的
、
創
造
的
な
表
現
活

動
に
積
極
的
、
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

公
立
の
文
化
施
設
が
あ
る
。
中
で
も
地
域
に
お
い

て
特
に
文
化
芸
術
活
動
の
人
材
育
成
に
取
り
組

み
、
創
造
的
な
芸
術
文
化
活
動
を
展
開
し
、
公
立

文
化
施
設
の
理
念
、
使
命
を
持
っ
て
、
施
設
運
営

を
し
て
い
る
公
立
文
化
施
設
を
「
財
団
法
人
地
域

創
造
」
が
毎
年
表
彰
し
て
い
る
。

年
賀
郵
便
元
旦
配
達
出
発
式

総
務
省
新
年
賀
詞
交
換
会

新
年
早
々
か
ら

政
務
官
の
活
動

永
田
町
、
霞
ヶ
関
の
暮
れ
の
恒
例
の
行
事

は
予
算
獲
得
の
た
め
の
陳
情
合
戦
で
あ
る
。

国
、
地
方
と
も
大
変
な
財
源
不
足
で
、
特
に

地
方
自
治
体
は
よ
り
一
層
厳
し
い
状
態
に
あ

る
。
そ
の
た
め
、
全
国
の
各
自
治
体
は
首
長
、

議
員
が
二
人
三
脚
で
陳
情
活
動
を
繰
り
広
げ

て
い
る
。
二
ノ
湯
政
務
官
の
部
屋
に
も
多
く

の
陳
情
団
が
全
国
か
ら
押
し
寄
せ
た
。

▽
自
民
党
京
都
府
会
、
市
会
議
員
団

毎
年
、
12
月
議
会
が
終
わ
る
20
日
前
後
、

自
民
党
府
議
団
、
京
都
市
会
議
員
団
は
上
京

し
、
各
省
を
回
っ
て
予
算
陳
情
し
、
そ
の

後
、
京
都
選
出
国
会
議
員
と
懇
談
会
を
持

ち
、
意
見
交
換
す
る
。
両
議
員
団
の
有
志
が

二
ノ
湯
政
務
官
室
を
訪
れ
た
。

▽
京
都
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
役
員

農
業
共
済
制
度
は
、
災
害
に
よ
る
損
失
補

て
ん
を
行
い
、
農
家
の
経
営
安
定
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
京
都
府
農
業
共
済

組
合
連
合
会
会
長
の
草
木
慶
治
氏（
元
京
都

府
副
知
事
）初
め
多
く
の
理
事
が
農
業
共
済

制
度
の
拡
充
強
化
の
要
望
に
来
ら
れ
た
。

▽
淡
路
島
か
ら
三
市
の
市
長

淡
路
島
と
神
戸
市
垂
水
区
に
架
橋
さ
れ
て

い
る
明
石
海
峡
大
橋
の
通
行
料
は
非
常
に
高

く
、
淡
路
島
の
観
光
、
産
業
振
興
に
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
淡
路
島
の
洲
本
、
南
あ

わ
じ
、
淡
路
市
の
三
市
が
宝
く
じ
の
発
行
元
に

な
り
、
収
益
金
で
通
行
料
の
値
下
げ
を
図
り
た

い
と
三
市
の
市
長
と
紹
介
者
の
参
議
院
議
員
末

松
信
介
氏（
兵
庫
県
選
出
）か
ら
陳
情
を
受
け
た
。

増田総務大臣と鏡開き総務大臣政務官として祝辞を述べる

府会議員団市会議員団
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「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活動を
ご支援いただける会員を募集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主張に

ご賛同いただき、ご入会下さいますようお
願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先

二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

・日　　時：1月27日㈰　（小雨決行）
・集合時刻：午前9時（時間厳守）
・集合場所：南座前
・コ ー ス：南座前→八坂神社→知恩院→平安

神宮→若王子神社→哲学の道→大豊
神社（狛ネズミを祀る神社）→ノート
ルダム女学院→法然院→銀閣寺前解
散

⃝ �十二支にまつわる「狛ネズミ」を祀ってある大豊
神社を参拝します。

　�年始めに京都の代表的な神社仏閣を参拝し、この
1年の健康と幸を祈願しましょう。

（当日）☎090-1956-7460

第177回
みんなで歩こう湯歩会 歩

く
こ
と
は健康
の
基
本

第176回
みんなで歩こう湯歩会（参加者47名）

梅小路公園にて

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

一
、
昨
年
は
年
末
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
本
会
議
が
開
か

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
京
都
で
の
会
合
も
失

礼
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
年
一
回
の
健
康
診
断

も
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
国
会

は
20
日
の
本
会
議
で
終
わ
り
、
終
始
民
主
党
に
振

り
回
さ
れ
た
。

一
、
大
晦
日
の
夜
上
京
し
て
、
元
旦
朝
8
時
か
ら

東
京
渋
谷
郵
便
局
で
の
年
賀
郵
便
元
旦
配
達
出
発

式
で
挨
拶
、
そ
れ
か
ら
皇
居
で
の
新
年
祝
賀
の
儀

に
参
列
し
た
。
内
閣
改
造
も
先
送
り
さ
れ
た
た
め
、

今
年
も
政
務
官
と
し
て
忙
し
く
な
り
そ
う
だ
。

一
、
正
月
風
景
が
日
本
社
会
か
ら
失
わ
れ
て
か
ら

久
し
い
が
、
今
年
あ
た
り
新
年
の
雰
囲
気
が
全
く

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
の
丸
の
掲
揚
、
家
の

玄
関
や
自
動
車
の
輪
飾
り
、
着
物
姿
の
女
性
を
ほ

と
ん
ど
見
か
け
な
か
っ
た
。
日
本
の
歴
史
、
伝
統
、

文
化
は
い
っ
た
い
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

一
、
昔
は
暖
冬
異
変
と
い
っ
て
雪
の
少
な
い
年
も

あ
っ
た
。今
年
は
京
都
市
内
で
は
雪
が
降
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ

る
と
な
る
と
、
話
は
深
刻
で
あ
る
。
地
球
環
境
が

政
治
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
温

暖
化
防
止
に
真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

一
、
新
年
が
始
ま
る
と
誰
し
も
一
年
の
計
画
を
考

え
る
。
私
の
今
年
の
課
題
は
日
本
の
歴
史
を
今
一

度
勉
強
す
る
こ
と
で
あ
る
。
温
故
知
新
で
は
な
い

が
、
我
が
国
の
歴
史
を
良
く
勉
強
し
て
変
転
め
ま

ぐ
る
し
い
事
態
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
で
京
都
府

チ
ー
ム
が
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
4
連
勝
を
成
し
遂

げ
た
。
選
手
の
層
の
厚
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

強
化
の
た
め
、
毎
年
多
額
の
激
励
金
を
与
え
て
い

る
京
都
府
チ
ー
ム
の
後
援
会
の
存
在
も
大
き
い
。

市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
予
定
の
門
川
大
作
氏
を
支
援
す
る
「
未
来
の
京
都
を
つ
く
る
会
」

で
は
、
会
に
参
加
す
る
各
団
体
が
集
い
、
総
決
起
大
会
を
開
催
す
る
。

と
　
き
・
1
月
26
日
㈯
午
後
2
時

と
こ
ろ
・
京
都
会
館
第
一
ホ
ー
ル

未来の京都をつくる会総決起大会


